
















































































































































































これによれば、夏 3ヶ月 （6，7，8月） の最多
風向の頻度が南寄りである地点は、沖縄、九州
をはじめ、日本全国に広く分布している。一























　⑧富山県   9
　⑨石川県  10














































右） 朝 9時の吹き流し観測による冬の南風（赤線で囲んだ地域が南風卓越地域）出典：河村 （1966）
14―　　―
をマイナス、E （4） とW （12） を 0、N （16） とS
（8） を＋4と－4、NNE （1） とNNW （15） を＋3、
SSE （7） とSSW （9） を－3などとする）、1993年
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あとがき
　この報告は本学情報科学センターのFortranを用いて
作成したものであるが、作業の途中でFortranサーバー
が撤去されたため、解析が未完である。野口 （1999） で
使われた図や写真が一部重複使用されている。この研
究の一部は2012年日本地理学会春季学術大会 （首都大
学東京） で発表した。
Ϯ．まとめ
これらの解析をまとめると、次のことが指摘
できる。
低地との関係については、
①霧ヶ峰で卓越する南風には、冬の西寄りの
風、夏の東寄りの風という年変化がある。真
夏の 7月には東寄りの風の出現頻度がわずか
に小さくなる。
②霧ヶ峰で卓越する南風に日変化は見られず、
出現頻度は24時間でほぼ一定である。
③木曽川沿いの飯島の南風は、地表の熱的影響
を強く受け、南風の出現頻度が午後の 2，3
時にピークとなる。
④松本の南風の出現頻度は午前中の 8～10時に
ピークとなり、太陽による熱的影響 （斜面の
熱収支の影響） を受けているようには思われ
ない。
⑤奈川の南風頻度は夜間にピークとなり、昼間
は少ない。南風頻度が最少となる時間帯は、
松本で南風出現時間がピークとなる午前の時
間帯と一致する。
⑥昼間の日照率がゼロ （すわわち、雨天か曇天）
となっても、熱収支による風系（海陸風、山
谷風など）は発生する。
高層風との関係については、
①霧ヶ峰の風速は富士山の風速と似た年変化を
しており、高層風との関係が疑われる。
②上述のごとく、霧ヶ峰の風向 （南風） には昼
夜の変化がなく、飛騨山脈の山越え気流や松
本低気圧の発達が考えられる。
